
 

            

全
都
で
一
体
と
な
っ
て
活
動 

で
き
る
よ
う
、
各
地
区
民
児
協 

と
の
連
絡
調
整
を
行
っ
た
他
、 

地
区
民
児
協
同
士
の
情
報
交
換 

の
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
具
体 

的
に
は
、
４
月
・
６
月
・
９
月
・ 

11
月
の
常
任
協
議
員
会
後
に
、 

活
動
上
の
共
通
課
題
を
ブ
ロ
ッ 

ク
で
協
議
し
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
全
国
民
生
委
員
児 

童
委
員
連
合
会
や
東
京
都
等
と 

の
連
絡
調
整
を
進
め
ま
し
た
。 

         

           
本
会
で
は
、
事
業
を
企
画
・ 

検
討
す
る
正
副
会
長
会
や
常
務 

委
員
会
の
他
、
活
動
の
方
針
づ 

く
り
や
機
関
紙
編
集
等
の
会
議 

を
設
け
て
い
ま
す
。
中
で
も
、 

民
生
・
児
童
委
員
協
力
員
事
業 

活
用
促
進
検
討
会
で
は
、
検
討 

内
容
を
提
言
と
し
て
ま
と
め
、 

全
単
位
民
児
協
会
長
と
民
児
協 

事
務
局
に
配
布
し
ま
し
た
。 

27
年
度
は
、
都
内
全
地
区
で 

協
力
員
事
業
の
活
用
促
進
を
検 

討
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

        

    

研
修
事
業
と
し
て
、
都
民
連 

独
自
に
行
う
自
主
研
修
や
東
京 

都
か
ら
委
託
を
受
け
て
行
う
受 

託
研
修
の
他
、
関
係
機
関
・
団 

体
が
主
催
す
る
研
修
会
へ
委
員 

を
派
遣
・
推
薦
す
る
派
遣
研
修 

・
協
力
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

                      

                                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                         

調
査
・
研
究
・
広
報
に
関
す 

る
各
事
業
を
通
じ
て
、
東
京
都 

の
民
生
児
童
委
員
活
動
の
振
興 

に
資
す
る
と
と
も
に
、
民
生
児 

童
委
員
活
動
を
進
め
る
に
あ
た 

り
当
面
す
る
課
題
、
今
後
の
課 

題
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
方
策 

を
検
討
し
ま
し
た
。 

①
協
議
員
総
会 

 
 

 

〔
２
回
〕 

②
常
任
協
議
員
会 

 
 

〔
11
回
〕 

②
児
童
委
員
、
児
童
相
談
所
、
学 

校
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

等
の
関
係
機
関
に
よ
る
地
区 

連
絡
協
議
会 

〔
５７
区
市
町
村
〕 

③
区
市
町
村
民
生
児
童
委
員
事
務 

担
当
者
連
絡
協
議
会  

〔
３
回
〕 

④
受
章
祝
賀
お
よ
び
歳
末
懇
談
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〔
１
回
〕 

 

連絡・ 

  調整 

 

企画・ 

運営 

 

研修 

 

去
る
5
月
22
日
、
東
京
都
庁
に
て
、
平
成
27
年

度
第
１
回
協
議
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
26
年 

度
事
業
報
告
・
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
そ
の
内
容
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。 

⑤
常
任
協
議
員
研
修 

 
 

〔
１
回
〕

【
部
会
活
動
推
進
事
業
】 

 

各
地
区
民
児
協
の
部
会
活
動
推 

進
の
た
め
、
経
費
の
一
部
を
助
成 

し
ま
し
た
。 

★
受
託
研
修
★ 

①
新
任
研
修 

 
 

毎
月
委
嘱
さ
れ
た
委
員
の
研
修 

を
、
４
月
期
・
７
月
期
・
10
月 

期
・
１
月
期
の
年
４
回
実
施
し
ま 

し
た
。  

 
 
 
 

 

〔
４
回
〕

②
現
任
（
１
）
研
修 

 
 

〔
５
回
〕

③
現
任
（
２
）
研
修 

 
 

〔
20
回
〕

 

経
験
９
年
目
ま
で
の
委
員
に
対 

し
て
「
子
ど
も
の
貧
困
」
を
テ
ー 

マ
に
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

１０
年
以
上
の
委
員
を
対
象
と
し 

た
研
修
で
は
、
調
査
活
動
に
つ
い 

て
、
実
情
や
工
夫
を
共
有
し
、
調 

査
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
新
任
委
員 

に
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
と
よ
り
効 

果
的
か
検
討
し
ま
し
た
。 

④
会
長
・
副
会
長
研
修 

 

〔
６
回
〕

 
 

民
児
協
定
例
会
の
運
営
に
つ
い 

て
悩
み
や
課
題
を
出
し
合
う
と
と 

も
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
修
等
で
出 

さ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
参
考
に
今 

後
の
解
決
策
を
協
議
し
ま
し
た
。 

⑤
主
任
児
童
委
員
研
修   

〔
６
回
〕

 
 

う
つ
や
発
達
障
が
い
等
の
課
題 

を
抱
え
る
親
と
向
き
合
う
際
の
話 

の
聴
き
方
や
関
わ
り
方
な
ど
、
具 

体
的
な
事
例
を
も
と
に
演
習
を
通 

じ
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。 

⑥
支
庁
研
修 〔

１
回
・
大
島
支
庁
対
象
〕

⑦
支
庁
合
同
研
修 

〔
１
回
・
島
し
ょ
委
員
対
象
〕

★
自
主
研
修
★ 

①
事
項
別
部
会
・
主
任
児
童
委
員
部 

会 
 
 
 

 
 

 

〔
各
３
回
〕 

 
 

３
年
間
で
取
り
組
む
テ
ー
マ
を 

設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
掘 

り
下
げ
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。 

②
民
生
委
員
・
児
童
委
員
生
活
福
祉 

資
金
研
修
会 

〔
東
社
協
と
共
催
・
１
回
〕 

④
協
議
員
研
修
会 

 
 
 

〔
２
回
〕 

５
月
は
、
班
活
動
を
取
り
上
げ
、 

指
定
民
児
協
と
し
て
実
践
し
た
２ 

地
区
の
成
果
の
確
認
と
、
近
隣
委 

員
同
士
で
支
え
合
い
、
地
域
の
連 

携
を
再
構
築
す
る
「
近
助
」
の
視 

点
を
新
た
に
周
知
し
ま
し
た
。 

３
月
に
は
、
人
権
啓
発
の
研
修 

と
し
て
、
何
気
な
い
言
動
が
人
権 

侵
害
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
る
こ 

と
を
学
び
ま
し
た
。
併
せ
て
、
協 

力
員
事
業
の
活
用
促
進
に
向
け
て
、 

民
生
・
児
童
委
員
協
力
員
事
業
活 

用
促
進
検
討
会
（
以
下
、
検
討
会
） 

報
告
書
を
も
と
に
、
事
業
の
意
義 

や
今
後
の
展
望
を
研
修
し
ま
し
た
。 

①
正
副
会
長
会 

 
 
 
 

〔
12
回
〕

②
常
務
委
員
会       

〔
11
回
〕

③
編
集
委
員
会         

〔
４
回
〕

④
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委
員 

大
会
宣
言
起
草
委
員
会 

〔
１
回
〕

⑤
民
生
児
童
委
員
普
及
・
啓
発
事
業 

推
進
委
員
会 

 
 
 
 

〔
４
回
〕

⑥
民
生
・
児
童
委
員
協
力
員
事
業 

活
用
促
進
検
討
会 

 
 

〔
４
回
〕

 

⑦
東
日
本
大
震
災
子
ど
も
応
援
募
金 

 
 

配
分
委
員
会 

 
 
 
 

〔
１
回
〕

⑧
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
〔
２
回
〕

⑨
民
生
・
児
童
委
員
協
力
員
研
修 

 
 

〔
４
回
〕

 

現
任
協
力
員
対
象
の
研
修
で 

は
、
検
討
会
の
報
告
を
受
け
て
、

協
力
員
の
基
本
的
業
務
に
位
置 

付
け
ら
れ
た
見
守
り
活
動
を
取 

り
上
げ
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー 

講
習
や
グ
ル
ー
プ
協
議
を
通
じ 

て
学
び
合
い
ま
し
た
。 

 ★
派
遣
研
修
・
協
力
研
修
★ 

 
 

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連 

 

合
会
が
行
う
全
国
民
生
委
員
児 

童
委
員
大
会
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク 

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
研
究 

協
議
会
等
に
委
員
を
派
遣
し
ま 

し
た
。 

ま
た
、
東
京
都
精
神
保
健
福 

祉
セ
ン
タ
ー
主
催
の
研
修
に
も 

区
部
・
島
し
ょ
委
員
に
参
加
い 

た
だ
き
ま
し
た
。 

平成26年度

事業報告・

決算 

調査・ 

  研究・ 

   広報 



                

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
普 

及
・
啓
発
事
業
や
被
災
地
へ
の 

支
援
等
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

          

 
 
 

   
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                   
 
 

          

            
 
 

主
に
会
費
を
財
源
と
す
る
会 

計
で
す
。
都
民
連
部
会
活
動
を 

は
じ
め
と
す
る
自
主
研
修
や 

各
種
会
議
の
他
、
合
唱
チ
ャ
リ 

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
と
い
っ
た 

事
業
を
運
営
し
ま
し
た
。 

     

          

                      
 
 
 
 
   

部
会
活
動
助
成
金
の 

一
部
に
充
当
し
て
い
る 

都
共
同
募
金
か
ら
の
配 

分
金
は
、
別
会
計
を
立 

て
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

 

右
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
都 

民
連
特
別
会
計
か
ら
繰 

り
出
し
て
処
理
し
ま
す
。

 

 

               

東
京
都
か
ら
委
託
さ
れ
た
、 

新
任
研
修
を
は
じ
め
と
す
る
九 

つ
の
研
修
事
業
や
、
普
及
・
啓
発 

事
業
、
東
京
都
民
生
委
員
・
児 

童
委
員
大
会
等
を
実
施
す
る
た 

め
の
会
計
で
す
。 

 

その他

①
指
定
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
業 

 
 

世
田
谷
区
上
北
沢
地
区
民
児
協 

 

と
多
摩
市
民
児
協
を
指
定
し
、
班 

活
動
の
さ
ら
な
る
展
開
を
目
指
し 

て
、
新
た
な
３
年
間
の
取
り
組
み 

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。 

②
都
民
連
だ
よ
り
の
発
行
〔
年
４
回
〕 

③
都
民
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営 

④
地
区
民
児
協
研
修
用
視
聴
覚
教
材 

 

の
貸
し
出
し 

⑤
福
祉
関
係
図
書
の
斡
旋 

各
地
区
の
募
金
活
動
や
チ
ャ
リ
テ
ィ 

ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
協
賛
金
、
ミ
ン 

ジ
ー
グ
ッ
ズ
の
頒
布
に
伴
う
募
金 

等
を
合
わ
せ
、
１
千
３
百
万
円
余 

り
の
ご
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

事
業
開
始
か
ら
の
募
金
総
額
は
、 

４
千
万
円
を
超
え
ま
し
た
。 

お
預
か
り
し
た
募
金
は
、
岩
手
・

宮
城
・
福
島
の
各
県
に
設
置
さ
れ 

た
遺
児
・
孤
児
支
援
に
向
け
た
基 

金
の
窓
口
に
３
５
０
万
円
ず
つ
贈 

呈
し
ま
し
た
。 

④
東
京
都
福
祉
保
健
局
幹
部
職
員
と 

の
意
見
交
換
会
の
実
施 

〔
１
回
〕 

⑤
第
68
回
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童 

委
員
大
会
の
実
施 

⑥
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
事
例 

 

集
「
第
31
集
」
の
作
成
・
配
布 

⑦
民
生
委
員
児
童
委
員
手
帳
の
作
成
・

配
布 

⑧
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
実
績 

お
よ
び
民
児
協
活
動
実
績
の
集
計 

分
析 

⑨
東
京
都
物
故
民
生
児
童
委
員
追
悼 

式
の
挙
行 

⑩
物
故
民
生
児
童
委
員
へ
の
弔
慰 

決算 

都民連の会計は

３本立てになっ

ています。

皆
様
か
ら
お
納
め
い
た
だ
い

た
会
費
を
財
源
と
し
た
会
計
で

す
。
部
会
活
動
や
各
種
会
議
等
。

自
主
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

一
斉
改
選
に
伴
い
、
例
年
に
比

べ
、
都
民
連
会
費
が
約
一
千
万
円

の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

関
係
法
人
の
解
散
に
伴
う
残
余

財
産
を
受
け
入
れ
た
た
め
、
会
計

単
位
間
繰
入
金
が
七
千
万
超
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

①
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
活
動 

強
化
週
間
の
取
り
組
み 

活
動
強
化
週
間
に
合
わ
せ
て
、 

約
千
五
百
名
の
委
員
に
よ
る
新
宿 

通
り
の
パ
レ
ー
ド
と
都
庁
内
で
の 

パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
ま 

た
、
各
区
市
町
村
で
も
パ
ネ
ル
展 

示
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
多
様
な
活
動 

が
重
層
的
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

②
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委
員 

 

合
唱
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

の
実
施 

東
日
本
大
震
災
子
ど
も
応
援
募 

 

金
活
動
を
一
層
推
進
し
、
広
く
都 

民
に
民
生
児
童
委
員
活
動
を
周
知 

す
る
た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。 

第
２
回
と
な
る
26
年
度
は
、
16

地
区
約
５
８
０
名
の
合
唱
隊
が
出 

場
し
、
各
区
市
郡
支
庁
民
児
協
や 

都
民
連
懇
話
会
か
ら
の
協
賛
金
の 

他
、
ミ
ン
ジ
ー
グ
ッ
ズ
の
頒
布
に 

伴
う
募
金
を
呼
び
掛
け
、
合
わ
せ 

て
６０
万
円
を
超
え
る
善
意
が
集
め 

ら
れ
ま
し
た
。 

③
東
日
本
大
震
災
子
ど
も
応
援
募
金 

活
動 震

災
に
よ
る
遺
児
・
孤
児
支
援 

 

の
た
め
、
東
日
本
大
震
災
子
ど
も 

 

応
援
募
金
の
呼
び
掛
け
に
継
続
し 

 
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
26
年
度
は
、

⑪
全
国
民
生
委
員
互
助
事
業
の
実
施 

⑫
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
保
険 

 
 

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合 

会
が
26
年
度
か
ら
運
用
を
始
め
た 

活
動
中
の
事
故
等
に
よ
る
傷
害
保 

険
制
度
の
資
料
を
周
知
し
ま
し
た
。 

⑬
財
団
法
人
東
京
都
民
生
委
員
事
業 

協
会
か
ら
の
承
継
事
務 

⑭
東
京
都
民
生
児
童
委
員
連
合
会
懇 

話
会
の
運
営
協
力 

⑮
関
係
機
関
・
団
体
へ
の
参
加
協
力 

 

以
上
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成
に 

必
要
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

26
年
度
は
、
一
斉
改 

選
の
谷
間
の
年
度
で
あ 

り
、
特
段
の
新
規
事
業 

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た 

が
、
各
研
修
事
業
や
会 

議
等
を
は
じ
め
、
事
業 

計
画
に
基
づ
き
、
着
実 

に
事
業
を
遂
行
す
る
こ 

と
が
で
き
ま
し
た
。 

都民連特別会計 

共同募金配分金 

事業特別会計 

受託業務特別会計 

収入
3,640,600

共同募金
配分金収入
1,000,000

拠点区分間
繰入金収入
2,640,600

助成金支出
3,640,600

（単位：円）

支出
3,640,600

共同募金
配分金収入
1,000,000

その他の支出から
2,640,600円を
繰り出し

拠点区分間
繰入金収入
2,640,600

助成金支出
3,640,600

（単位：円）

収入
49,421,570

支出
49,421,570

事務費
1,171,193 繰入金支出

1,059,240

事業費
27,673,026

人件費
19,518,111

受託金収入
49,421,570

その他の支出から
2,640,600円を
繰り出し

収入
105,671,178

支出
105,671,178

（単位：円）

都民連会費
55,771,200

補助金
6,040,512

事業収入
9,967,800

負担金収入
26,327,600

積立資産支出
20,078,000

資金収支差額
5,925,055

その他の収入
1,639,011

負担金
26,546,880

事務費
5,005,769

人件費
27,564,982

事業費
20,472,364

その他の支出
4,013,183

都民連会費
55,771,200

補助金
6,040,512

事業収入
9,967,800

負担金収入
26,327,600

積立資産支出
20,078,000

資金収支差額
5,925,055

その他の収入
1,639,011

負担金
26,546,880

事務費
5,005,769

人件費
27,564,982

事業費
20,472,364

助成金等
1,990,000

その他の支出
4,013,183

事務費
1,171,193 繰入金支出

1,059,240

事業費
27,673,026

人件費
19,518,111

受託金収入
49,421,570

助成金等
1,990,000


